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安全性評価の課題認識

 シナリオベースアプローチは一般道へ拡張、指標の具体化と技術要件への落とし込みが要諦
 ⼀般道では網羅的なシナリオ体系議論ではなく、ユースケースやODDを限定したシナリオ検討が中心

安全性評価を取り巻く状況
MaaSの社会実装が進捗、⼀般道での自動運転⾛⾏の安全性評価が議論の中心

安全性評価の課題認識
安全性評価フレームワークはPOVの社会実装を想定した、網羅性の⾼い安全性評価⼿法を提案
課題）⼀般道のシナリオ要素を具体化した際、評価検証シナリオ数は有限ではあるが、論証するシーンは多種多様

⇒多種多様なシーンに対して、安全性の論証構造が未だ不透明

Functional 

Scenario

Logical

Scenario

Concrete

Scenario

パラメータ項目・範囲

シナリオ数・大

58シナリオ

自専道という限定的な範囲においては、道路種別、道路形状、交通参加者のそれぞれの種類は限定的であるのに対し
⼀般道においては、交通参加者の種類と共に、道路種別や道路形状についても多種多様である。
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・ロボタクなどMaaSの社会実装の潮流に⾒えるように、
AD社会実装は、限定的な範囲から段階的にODD拡張されることが想定される（自専道渋滞⇒⾼速⇒⼀般道幹線⇒細街路・・・）

今後の検討アプローチ

以下2軸で検討加速できるようWG体制を再編
 網羅性の⾼いシナリオ構造化と共にシナリオ要素で階層化
 「安全性をどのように説明するか︖」といった安全性の論証構造を段階的に構築

安全論証WG
役割︓安全性評価フレームワーク

一般道の拡張及びクライテリア検討

今後の活動方向性

安全性論証構造に基づく
シナリオ体系の検討

（解像度・シナリオ要素）

交通参加者の動作モデル化
・感じ⽅定量化

自専道

交差点

歩⾏者

・・・

⼀般道シナリオ構造化・階層化（対クルマ、対VRU）
各階層におけるドライバモデル検討（階層別・シーン別）
各階層における交通参加者の感じ方の定量化（階層別、シーン別）

モデル化・感じ⽅定量化

ODD範囲

Functionalシナリオレベルで網羅的なシナリオ構造を検討、
Logicalシナリオレベルで交通環境および交通参加者の構成要素を具体化

安全性判断基準の検討のための運転⾏動受容性調査

WG体制を再編Before

After
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安全性
説明⽅法階層化

評価シナリオWG 運転⾏動受容性WG



以上
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